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中でも 1960 年代以降から「面接」に関する研究が進められてきた経緯を整理し , 近年になってソーシャ
ルワークにおけるコミュニケーション研究が漸く本格化してきた段階にあることを明らかにしている。ま
た , 日本では , ソーシャルワーク面接場面における技法研究が中心で , その内容もコミュニケーション研
究というよりも , アメリカで発展してきたカウンセリング理論の援用が中心であり , その教育においても












ってコミュニケーションの流れ（循環）に影響があること。生活場面では , 援助者と利用者だけでなく ,
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職員同士や家族その他 , 利用者をとりまく関係者とのコミュニケーションの循環が見られ , 何気ない日常
会話であっても , 開始→情報収集→支援・援助→終結 , という流れ（循環）で進むこと。援助の展開過程
では , 生活支援・課題解決を志向したコミュニケーションの展開（循環）が見出されたこと。そうしたコ
ミュニケーション分析からは , それぞれの場面における効果的なコミュニケーション・ストラテジーの活
用とともに , 生活場面における多職種の援助者をはじめとして , 関係者間での多様なコミュニケーション
が循環することによって , ソーシャルワークの展開が有効に機能していることを考察している。そして ,
生活施設におけるコミュニケーション交流によって循環が促進され , 利用者の理解が深められるという研
究結果を導き出している。
本論文の結論では , 生活施設における利用者中心のアプローチとなるべきソーシャルワークは , 多様な
生活支援場面のコミュニケーションが組み合わされ , それらのコミュニケーションが循環するという支援







て , これまでのソーシャルワーク研究では視点が当てられてこなかった状況において , 言語学ないし語用
論で活用されるコミュニケーション分析という研究方法を用いて , 新たなソーシャルワーク研究の領域を
切り拓く , 優れて実証的な研究であるとした。
本論文の特徴は , 研究テーマを設定した研究の課題となっている所在を明らかにした上で , イギリスや
アメリカおよび我が国のソーシャルワーク研究における先行研究を丹念に当たり , 本研究が現時点におい
て欧米でも , ソーシャルワークにおけるコミュニケーション研究としてようやく途に就いた段階であるこ





て , ヘルス・コミュニケーション・モデルの枠組みを援用しながら , コミュニケーション分析という質的
研究法を用いて , 精緻な分析と考察によって論証している点である。
本論文の結論からは , 生活施設のソーシャルワークが多様な生活支援場面のコミュニケーションで組み





本研究で最も評価する点は , これまでのソーシャルワーク研究では , ほとんど取り上げられてこなかっ
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しかしながら本研究は , 限られた施設における調査研究による分析と考察であることから , 提示された
モデルの普遍性を再検証する研究へとさらに深めるよう期待するとともに , 施設ソーシャルワーカー養成
や教育・研修等に応用できる研究への展開も今後の課題となろう。
以上 , 当該論文の審査にあたっては , 主査の石川到覚（大正大学教授）と副査の橋本泰子（大正大学教授）
および綾部裕子（城西国際大学教授）の３名での口頭試問による予備審査を経た後に , 公開審査による本
審査を実施した結果 , 優れた課程博士論文であるとの評価が一致したので「合格」という判定となった。
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